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本書は，2014 年に東アジア・アセアン経済

研究センター（ERIA）から発表された ASEAN

Rising: ASEAN and AEC beyond 2015の翻訳

書である。ERIA は，ASEAN と東アジアの経

済発展と経済統合を支援する国際機関として

2008 年にジャカルタに設立され，ASEAN や

東アジアに多くの提言を行っている。編著者の

西村氏は，ERIAの創立以来の事務総長である。

1967 年に設立された ASEAN は，2015 年末

には遂にASEAN経済共同体（AEC）を設立し，

東アジアで最も深化した経済統合となってい

る。現在の課題は，次の目標の 2025 年に向け

ての AEC の深化である。2025 年に向けては，

2015 年 11 月に ASEAN が発出した「AEC ブ

ループリント 2025」が設計図となっている。本

書の原著 ASEAN Risingは，「AECブループリ

ント 2025」作成におけるベースとなった提言で

あり，大きな影響を与えた。

本書は，ASEAN Risingを基にした 8章と新た

に加えられた西村総長による補論2章から成る。

「第 1 章 ASEAN と AEC：進展と課題」と「第

2A章 ビジョンと成果指標」，「第2B章 ASEAN

における持続的な高く公平な成長の実現に向け

た枠組み」は，本書の課題と方法について述べた

導入部分である。「第 3章 ASEAN単一市場と単

一生産基地の実現に向けた統合され高度に競争

可能なASEAN」，「第 4章 ASEANの競争力と

ダイナミックス」，「第 5A 章 包括的で強靭な

ASEAN の実現」，「第 5B章 強靭で環境調和的

なASEANに向けてのエネルギーの強靭性とエネル

ギー安全保障の実現」，「第 6 章 グローバルな

ASEAN」が本書の提言の 4つの柱であり，「第 7

章 感動する（Responsive）ASEAN」は 4 つの柱

の基盤を述べた部分で，「第 8 章 ASEAN 及び

AECの 2015年以降の前進」はまとめと提言の集

約である。そして「補論 1 ASEAN変遷の概要：

ASEANの戦略的政策ニーズと対話国の貢献」，

「補論2 ERIAストーリー」が付けられている。

原著 ASEAN Risingは 2014 年に刊行された

ものでありデータはやや古くなっている面があ

るが，その問題意識とともに，現在のASEAN

経済統合に通じる多くの有益な論点や提言が含

まれている。ASEANの生産ネットワーク構築

や企業の活動に関わる提言も多い。また補章の

2 章により，現在までの ASEAN の変遷と

ERIAの歩みも理解できる。

評者は，昨年 9月の日本アセアンセンターと

ASEAN 研究会による ASEAN ミッションの

際に ERIA を訪問し，ASEAN Risingと「AEC

ブループリント 2025」の共通点と相違点，AEC

の課題等を議論させて頂いた。更に ASEAN

経済統合について議論したいと考えている。

本書は ASEAN 経済統合研究の必携の一書

である。ERIA では，その後もいくつもの研究

を続け，ASEANにも提言を行っている。AEC

に向けての新たな提言が大いに楽しみである。
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